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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡装置の先端部に備えられる鏡筒部に着脱自在に取り付けられる光学アダプタにお
いて、
　上記鏡筒部が挿入されるアダプタ本体と、
　上記アダプタ本体が挿入されると共に、上記アダプタ本体に対し相対的に前後方向に変
位可能な固定筒と、
　上記アダプタ本体に設けられ、上記鏡筒部の後端部に後方から対向する突出部とを備え
、
　上記突出部は、上記固定筒が前方に変位したときに、上記固定筒により、上記鏡筒部の
後端部に対向する位置から外側への変位を阻止されることを特徴とする光学アダプタ。
【請求項２】
　内視鏡装置の先端部に備えられる鏡筒部に着脱自在に取り付けられる光学アダプタにお
いて、
　上記鏡筒部が挿入されるアダプタ本体と、
　上記アダプタ本体が挿入されると共に、上記アダプタ本体に対し相対的に前後方向に移
動可能な固定筒と、
　上記アダプタ本体に後方に向かって延設される板体と、
　上記固定筒の内側面と上記板体の外側面とに設けられる互いに当接する当接部と、
　上記板体に設けられ、上記鏡筒部を上記アダプタ本体の所定位置まで挿入した状態にお
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いて、上記鏡筒部の後端部よりも後側に位置し、内側に向かって突出する突出部とを備え
、
　上記当接部の少なくとも一方は、前方から後方に向かって外側から内側に傾斜する傾斜
面であることを特徴とする光学アダプタ。
【請求項３】
　前記突出部の前側の面は、前方から後方に向かって外側から内側に傾斜する傾斜面に形
成され、また、後側の面は、前方から後方に向かって内側から外側に傾斜する傾斜面に形
成されていることを特徴とする請求項１または２に記載の光学アダプタ。
【請求項４】
　前記アダプタ本体の内側面には、内側に向けて突出し前記鏡筒部の前端部に当接する位
置決め用突起が設けられ、前記鏡筒部の前端部を上記位置決め用突起に当接させた状態で
、前記鏡筒部の後端部と前記突出部との間には間隔が設けられていることを特徴とする請
求項１から３のいずれか１項に記載の光学アダプタ。
【請求項５】
　前記当接部は、互いに面接触することを特徴とする請求項２から４のいずれか１項に記
載の光学アダプタ。
【請求項６】
　　前記板体の前記鏡筒部の周方向に沿う形状は、前記鏡筒部の外周面の周方向の形状に
沿う形状であることを特徴とする請求項２から５のいずれか１項に記載の光学アダプタ。
【請求項７】
　前記板体の内側面とこの板体以外のアダプタ本体の内周面とが面一であることを特徴と
する請求項２から６のいずれか１項に記載の光学アダプタ。
【請求項８】
　前記板体の外側面には外側に突出部が設けられ、前記固定筒には、上記突出部の前方側
で、上記突出部に係合する係合部が形成されていることを特徴とする請求項２から７のい
ずれか１項に記載の光学アダプタ。
【請求項９】
　前記アダプタ本体と前記固定筒とは、互いにねじ結合するねじ結合部を有し、このねじ
結合部のリードにより、前記固定筒が前記アダプタ本体に対し相対的に前後方向に移動す
ることを特徴とする請求項２から８のいずれか１項に記載の光学アダプタ。
【請求項１０】
　請求項１から９のいずれか１項に記載される光学アダプタを備えることを特徴とする内
視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光学アダプタおよびこの光学アダプタを具備する内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　エンジン等の機械装置の内部、人体の食道、気管等の体腔内等のような狭い空間内を観
察するために、撮影レンズや撮像素子等を備える鏡筒部を、かかる空間内に挿入し、この
鏡筒部により捕えた映像をモニタに映し出すことができるようにした内視鏡装置がある。
【０００３】
　このような内視鏡装置には、撮影レンズの焦点距離や撮影方向を変えるために、鏡筒部
に光学アダプタが装着されることがある。この光学アダプタの構成として、光学アタプタ
に備えられる係止爪を、鏡筒部の外装筒に形成された溝に係止した状態で、リング管によ
り係止爪を溝側に押圧することによって、光学アダプタを鏡筒部に固定する構成が、例え
ば、特許文献１に開示されている。
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－２７０３９２号公報（図１等参照）
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、外装筒に溝部を形成する構成は、外装筒の溝部に対応した部分が内周側
に突出し、鏡筒部の内部に配設されるレンズ等の部品の配設や大きさが制限されるという
問題がある。
【０００６】
　また、外装筒の溝部に対応した部分が内周側に突出しないように、外装筒の肉厚を厚く
するようにした場合には、外装筒の外周径が大きくなり、鏡筒部の大径化を招き、狭い空
間内に挿入する際の妨げになるという問題がある。
【０００７】
　そこで、本発明は、上記のよう事情に基づきなされたもので、鏡筒部の内部の部品の配
設や大きさに制限を与えたり、また、鏡筒部の大径化を招くことなく、鏡筒部に装着する
ことができる光学アダプタおよびこの光学アダプタを具備する内視鏡装置を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明は、内視鏡装置の先端部に備えられる鏡筒部に着脱
自在に取り付けられる光学アダプタにおいて、鏡筒部が挿入されるアダプタ本体と、アダ
プタ本体が挿入されると共に、アダプタ本体に対し相対的に前後方向に変位可能な固定筒
と、アダプタ本体に設けられ、上記鏡筒部の後端部に後方から対向する突出部とを備え、
突出部は、固定筒が前方に変位したときに、固定筒により、鏡筒部の後端側の段部に対向
する位置から外側への変位を阻止されることとする。
【０００９】
　このように構成した場合には、鏡筒部の内部の部品の配設や大きさに制限を与えたり、
また、鏡筒部の大径化を招くことなく、鏡筒部から光学アダプタが脱落してしまうことを
防止することができる。
【００１０】
　上記課題を解決するために、本発明は、内視鏡装置の先端部に備えられる鏡筒部に着脱
自在に取り付けられる光学アダプタにおいて、鏡筒部が挿入されるアダプタ本体と、アダ
プタ本体が挿入されると共に、アダプタ本体に対し相対的に前後方向に移動可能な固定筒
と、アダプタ本体に後方に向かって延設される板体と、固定筒の内側面と板体の外側面と
に設けられる互いに当接する当接部と、板体に設けられ、鏡筒部をアダプタ本体の所定位
置まで挿入した状態において、上記鏡筒部の後端部よりも後側に位置し、内側に向かって
突出する突出部とを備え、当接部の少なくとも一方は、前方から後方に向かって外側から
内側に傾斜する傾斜面であることとする。
【００１１】
　このように構成した場合には、鏡筒部の内部の部品の配設や大きさに制限を与えたり、
また、鏡筒部の大径化を招くことなく、鏡筒部から光学アダプタが脱落してしまうことを
防止することができる。さらに、固定筒の内側面と板体の外側面との当接部の、少なくと
も一方を前方から後方に向かって外側から内側に傾斜する傾斜面で構成することにより、
固定筒をアダプタ本体に対して前方に変位したときに、鏡筒部に対して板体を押し付ける
力を作用させることができる。したがって、板体が鏡筒部に対して押し付けられることに
より、光学アダプタが鏡筒部に対して固定される。板体が、当接部により鏡筒部に押し付
けられる力により、光学アダプタを鏡筒部に固定するため、鏡筒部の内部の部品の配設や
大きさに制限を与えたり、また、鏡筒部の大径化を招くことなく、鏡筒部に装着すること
ができる。
【００１２】
　また、他の発明は、上述の発明に加えて、突出部の前側の面は、前方から後方に向かっ
て外側から内側に傾斜する傾斜面に形成され、また、後側の面は、前方から後方に向かっ
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て内側から外側に傾斜する傾斜面に形成されていることとする。
【００１３】
　このように構成した場合には、鏡筒部をアダプタ本体に挿入する際に、突出部の後側の
傾斜面がガイドとなり、鏡筒部をアダプタ本体内にスムーズに挿入することができる。ま
た、鏡筒部をアダプタ本体から抜き取る際に、突出部の前側の傾斜面がガイドとなり、鏡
筒部をアダプタ本体からスムーズに抜き取ることができる。
【００１４】
　また、他の発明は、上述の発明に加えて、アダプタ本体の内側面には、内側に向けて突
出し鏡筒部の前端部に当接する位置決め用突起が設けられ、鏡筒部の前端部を位置決め用
突起に当接させた状態で、鏡筒部の後端部と突出部との間には間隔が設けられていること
とする。
【００１５】
　このように構成した場合には、鏡筒部の長さにばらつきがあっても、間隔が設けられて
いるため、鏡筒部が突出部に当接してしまうことがない。
【００１６】
　また、他の発明は、上述の発明に加えて、当接部は、互いに面接触することとする。
【００１７】
　このように構成した場合には、固定筒側の当接部からアダプタ本体側の当接部への押し
付け力を確実に作用させることができる。
【００１８】
　また、他の発明は、上述の発明に加えて、板体の鏡筒部の周方向に沿う形状は、鏡筒部
の外周面の周方向の形状に沿う形状であることとする。
【００１９】
　このように構成した場合には、板体を鏡筒部の外周面の形状に沿う形状となり、板体と
鏡筒部との接触面積が増え、板体が鏡筒部を押え付ける力が確実に作用する。
【００２０】
　また、他の発明は、上述の発明に加えて、板体の内側面とこの板体以外のアダプタ本体
の内周面とが面一であることとする。
【００２１】
　このように構成した場合には、鏡筒部に対して、押し付け力を広い面積で作用させるこ
とができるので、光学アダプタの鏡筒部に対する固定を確実なものとすることができる。
【００２２】
　また、他の発明は、上述の発明に加えて、板体の外側面には外側に突出部が設けられ、
固定筒には、突出部の前方側で、突出部に係合する係合部が形成されていることとする。
【００２３】
　このように構成した場合には、突出部の前側面に固定筒側に形成された係合部が係合す
るため、アダプタ本体が固定筒から抜け落ちてしまうことを防止することができる。
【００２４】
　また、他の発明は、上述の発明に加えて、アダプタ本体と固定筒とは、互いにねじ結合
するねじ結合部を有し、このねじ結合部のリードにより、固定筒がアダプタ本体に対し相
対的に前後方向に移動することとする。
【００２５】
　このように構成した場合には、固定筒の移動を容易にかつ確実に行うことができる。
【００２６】
　上記課題を解決するために、本発明は、内視鏡装置に上記の光学アダプタを備えること
とする。
【００２７】
　このように構成した場合には、鏡筒部の内部の部品の配設や大きさに制限を与えたり、
また、鏡筒部の大径化を招くことなく、鏡筒部から光学アダプタが脱落してしまうことを
防止することができる。
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【発明の効果】
【００２８】
　本発明によると、鏡筒部の内部の部品の配設や大きさに制限を与えたり、また、鏡筒部
の大径化を招くことなく、光学アダプタを鏡筒部に装着することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　以下、図を参照しながら、本発明の実施の形態に係る光学アダプタおよび内視鏡装置に
ついて説明する。
【００３０】
　（第１の実施の形態）
　先ず、本発明の第１の実施の形態に係る光学アダプタおよび内視鏡装置について、図１
から図６を参照しながら説明する。
【００３１】
　図１は、本実施の形態および後述の第２の実施の形態に係る光学アダプタが装着される
内視鏡装置１の構成を示す図面である。この図１に示すように、内視鏡装置１は、制御装
置２、鏡筒部３および接続ケーブル４を備えている。この内視鏡装置１は、エンジン等の
機械装置の内部を撮影する内視鏡装置として利用できる他、人体の食道、気管等の体腔内
等を撮影する用途にも利用することができる。
【００３２】
　制御装置２には、鏡筒部３において撮影された画像が映し出されるモニタ２ａ、および
内視鏡装置１の制御を行うための操作ボタン２ｂが備えられている。モニタ２ａは、例え
ば液晶表示素子等により構成される。操作者は、操作ボタン２ｂを操作して、内視鏡装置
１の制御操作、例えば、内視鏡装置１の電源のオン・オフに始まり、撮影の開始や画質の
調整等の種々の操作を行うことができる。
【００３３】
　鏡筒部３は、内部に撮影レンズ５（図４、図５参照）、ＣＣＤ、あるいはＣＭＯＳ等の
撮像素子６（図４、図５参照）および照明用ＬＥＤ７（図４、図５参照）を備え、撮影レ
ンズ５による結像を撮像素子６により撮像するカメラ部として構成されている。
【００３４】
　接続ケーブル４は、細い金属性の板材を螺旋状に巻いて形成したいわゆる螺旋管４ａを
樹脂チューブ４ｂにより被覆した可撓性チューブ４ｃと、この可撓性チューブ４ｃ内に挿
通される信号線４ｄ（図４および図５参照）を備えている。可撓性チューブ４ｃは、人の
手により線形状を変化させることができるとともに、変化させられた形状を維持したまま
鏡筒部３を制御装置２に対して支持できる程度の剛性を有する。したがって、接続ケーブ
ル４の線形状を、鏡筒部３を入り込ませる空間や隙間等の形状に合わせることにより、鏡
筒部３を空間や隙間等に容易に入り込ませることができる。
【００３５】
　鏡筒部３と制御装置２とは、信号線４ｄを介して電気的に接続され、鏡筒部３で撮影さ
れた画像信号が制御装置２に送られるとともに、制御装置２からは、撮像素子６およびＬ
ＥＤ７を駆動制御する電力および電気信号が送られる。
【００３６】
　次に、図２から図６を参照しながら、上述の内視鏡装置１に装着される光学アダプタ８
の構成について説明する。なお、この光学アダプタ８が、内視鏡装置１に装着されること
で、第１の実施の形態に係る内視鏡装置となる。
【００３７】
　図２は、内視鏡装置１の鏡筒部３に装着された光学アダプタ８の側面図を示す。図３は
、光学アダプタ８のアダプタ本体９の構成を示す図面であり、図３（ａ）は、アダプタ本
体９の側面図である。また、図３（ｂ）は、アダプタ本体９を後方から見た背面図である
。図４は、光学アダプタ８に鏡筒部３を挿入した状態における、光学アダプタ８および鏡
筒部３の側方断面図である。この図４に示す状態は、鏡筒部３を光学アダプタ８に挿入し
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ただけの状態であり、光学アダプタ８の鏡筒部３への固定は行われていない。図５は、鏡
筒部３が挿入された光学アダプタ８を、鏡筒部３に対して固定した状態における光学アダ
プタ８および鏡筒部３の側方断面図である。図６は、図４におけるＡ部分の拡大図である
。
【００３８】
　ここで、図４他を参照しながら、鏡筒部３の構成について説明する。鏡筒部３は、上述
したように、撮影レンズ５、撮像素子６およびＬＥＤ７を備えている。
【００３９】
　なお、以下の説明において、撮像素子６から撮影レンズ５に向かう方向を前方（前側）
、その反対方向を後方（後側）とし、ＬＥＤ７に対して撮影レンズ５が配設される方向を
上方（上側）、その反対方向を下方（下側）として説明を行う。また、後方から前方を見
て、右手側を右方（右側）、左手側を左方（左側）として説明を行う。
【００４０】
　撮像素子６の撮像面には、撮影レンズ５により捕らえられる被写体像が結像する。この
撮像素子６に結像した画像は、回路基板１０上の画像信号処理回路部により画像処理等が
行われた後、信号線４ｄを介して制御装置２側に送られる。
【００４１】
　撮影レンズ５の下側に配設されるＬＥＤ７は、撮影被写体を照明する照明用として備え
られている。このＬＥＤ７により、暗い機械装置の内部等を照明しながら、撮影すること
ができる。ＬＥＤ７は、信号線４ｄを介して制御装置２側から電力の供給を受けて点灯す
る。
【００４２】
　撮影レンズ５、撮像素子６および回路基板１０は、円筒状の光学系保持筒１１に保持さ
れ、光学系保持筒１１およびＬＥＤ７は、円筒状の外装筒１２に対して保持されている。
外装筒１２は、例えば、内部の光学系保持筒１１やＬＥＤ７等を外部の衝撃等から保護す
るため、堅牢な硬質部材により形成されている。具体的には、例えば、ステンレスやアル
ミ等の金属、あるいは高い硬度を有するポリカーボネイトやＡＢＳ等の樹脂材により形成
されている。また、外装筒１２の外周部は凹凸の無い滑らかな円筒面を呈し、狭い内部に
挿入された際に、内部の構造物等に引っ掛かることの無いようになっている。
【００４３】
　以下の説明では、外装筒１２の前後方向に沿う中心軸Ｍに向かう方向を内側とし、中心
軸Ｍから離れる方向を外側として説明する。
【００４４】
　外装筒１２の前端部の内側には、略円形状のカバー板１３が装着されている。このカバ
ー板１３には、光学系保持筒１１が嵌合する孔部１３ａが形成され、この孔部１３ａに光
学系保持筒１１が嵌合している。そして、光学系保持筒１１は、カバー板１３を介して外
装筒１２に対して保持されている。また、カバー板１３の孔部１３ａの下側は、透明板１
３ｂが嵌めこまれ、ＬＥＤ７の照明光が、この透明板１３ｂを透過して被写体側を照明で
きるようになっている。なお、孔部１３ａと光学系保持筒１１との接合部、カバー板１３
と外装筒１２との接合部、および透明板１３ｂとカバー板１３との接合部は、それぞれ水
密な状態となっている。
【００４５】
　外装筒１２の後端の開口部１２ａには、断面が円形状の接続ケーブル４が挿入され、外
装筒１２の内周面と接続ケーブル４の先端部の外周面との間に嵌められる円筒状のシール
リング１４により、接続ケーブル４と外装筒１２とが固定されるとともに、水密性を確保
している。
【００４６】
　接続ケーブル４は、外装筒１２内に挿入されるため、外装筒１２は、接続ケーブル４の
外周から外側に突出し、後端部１２ｂの端面が、鏡筒部３の後端側の段部として形成され
る。
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【００４７】
　次に、光学アダプタ８の構成について説明する。
【００４８】
　光学アダプタ８は、アダプタ本体９と、固定筒としての締付筒１５とを備えている。ア
ダプタ本体９および締付筒１５は、例えば、ステンレスやアルミ等の金属、あるいは高い
硬度を有するポリカーボネイトやＡＢＳ等の樹脂材により形成されている。
【００４９】
　アダプタ本体９は、全体として円筒体を呈し、前方から順に、ミラー支持体保持部１６
、鏡筒保持部１７および鏡筒固定部１８を備えている。これらは一体成型され、アダプタ
本体９として形成されている。なお、ミラー支持体保持部１６は、アダプタ本体９の先端
から後述する位置決め用突起２０までを言い、鏡筒保持部１７は、位置決め用突起２０か
ら後述する接合部２２ａまでを言う。そして、鏡筒固定部１８は、接合部２２ａから後方
側を言う。
【００５０】
　ミラー支持体保持部１６には、内側にミラー支持体１９が保持されている。ミラー支持
体保持部１６には、左右の両側から上方にかけて開口する開口部１６ａが形成されてる。
【００５１】
　ミラー支持体１９は、円柱体の一端側を斜面で切断した形状を呈している。すなわち、
ミラー支持体１９は、略円柱体を呈するが、後端側が傾斜面１９ａとして形成されている
。なお、ミラー支持体１９は、アダプタ本体９と同一の材料により形成されている。
【００５２】
　ミラー支持体１９の円柱部１９ｂの外周径は、ミラー支持体保持部１６の内周径に合わ
せて、ミラー支持体保持部１６の内側に丁度嵌るように設定されている。傾斜面１９ａは
、後方に向けて、上側から下側に４５度の角度で傾斜している。この傾斜面１９ａは、研
磨加工を施すことにより鏡面に仕上げられ、ミラー面１９ｃとして形成されている。なお
、ミラー面１９ｃは、傾斜面１９ａに、アルミニウム蒸着を行う等により形成しても良い
。
【００５３】
　ミラー支持体１９は、アダプタ本体９の先端側の開口部９ａから、ミラー支持体保持部
１６内に挿入され、ミラー面１９ｃ（傾斜面１９ａ）を上方に向けて、すなわち、開口部
１６ａからミラー面１９ｃが臨める状態で、ミラー支持体保持部１６内に保持されている
。ミラー支持体１９の後端部を、アダプタ本体９の内周面の下側に形成される位置決め用
突起２０に当接させることにより、ミラー支持体１９のミラー支持体保持部１６内におけ
る前後方向の位置決めが行われている。ミラー支持体１９を備える光学アダプタ８は、ミ
ラー面１９ｃにより、鏡筒部３の撮影方向を変更する光学アダプタとして機能する。
【００５４】
　鏡筒保持部１７の内側には、鏡筒部３が保持される。鏡筒保持部１７の内周径は、鏡筒
部３（外装筒１２）の外周径と略同一とされ、鏡筒部３が鏡筒保持部１７に対して上下左
右に、できるだけガタつくことのないように、両者の径が設定されている。鏡筒部３は、
鏡筒固定部１８の後方から、鏡筒保持部１７内に挿入され、位置決め用突起２０に外装筒
１２の前端部１２ｃを当接させることで、前後方向の位置決めが行われる。
【００５５】
　外装筒１２の前端部１２ｃが位置決め用突起２０に当接している状態で、鏡筒部３の前
後方向の全長の半分以上、例えば、３／５程度が、鏡筒保持部１７内に挿入されるように
、鏡筒保持部１７の長さと位置決め用突起２０の配設位置等が設定されている。
【００５６】
　鏡筒部３は、鏡筒保持部１７の内周面との間の僅かな隙間分だけ、上下にガタつきを有
する場合がある。このような場合には、鏡筒部３は、鏡筒保持部１７に保持されている部
分を中心に、中心軸Ｍと交差する方向に揺動してしまう。そのため、鏡筒部３が鏡筒保持
部１７に保持される長さが、短い場合に比べて長い方が、鏡筒部３の後端側の揺動量を少
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なくすることができる。すなわち、鏡筒部３の半分以上が、鏡筒保持部１７内に挿入され
保持されることにより、鏡筒部３のアダプタ本体９に対するガタつきを効果的に抑えるこ
とができる。
【００５７】
　鏡筒保持部１７の後側の外周面には、後述する締付筒１５とねじ結合する雄ねじ２１が
形成されている。鏡筒保持部１７の雄ねじ２１が形成されている後側には、鏡筒固定部１
８が設けられている。この鏡筒固定部１８は、上下左右の４方向に設けられた板体２２，
２２，２２，２２、および、これらの板体２２の後端部に設けられ、内側に突出する突出
部である突出部２３とを有している。また、各板体２２の後端部の外側の縁部には、前方
から後方に向かって外側から内側に傾斜する傾斜面２４が形成されている。各板体２２は
、中心軸Ｍと直交する面における断面の形状が円弧状になっている。図３（ｂ）に示すよ
うに、各板体２２は、中心軸Ｍに対して上下左右方向に互いに対称に設けられている。ま
た、各板体２２の幅は、鏡筒固定部１８の内周面の円周の長さの略１／８の幅に設定され
ている。
【００５８】
　さらに、各板体２２の肉厚は、内側と外側の両面において、鏡筒保持部１７の雄ねじ２
１が形成される部分の肉厚より薄く形成されている。したがって、各板体２２は、内側と
外側方向に対して弾性的に可撓性を有し、鏡筒保持部１７との接合部２２ａを中心にして
内側と外側とに撓むことができるようになっている。
【００５９】
　突出部２３は、鏡筒部３を、アダプタ本体９に挿入し、外装筒１２の前端部１２ｃが位
置決め用突起２０に当接させた状態で、外装筒１２の後端部１２ｂよりも後方に位置する
ように、各板体２２の長さが設定されている。
【００６０】
　突出部２３の前後の面は、それぞれ傾斜面２３ａ，２３ｂとして形成されている。前側
の傾斜面２３ａは、前方から後方に向かって外側から内側に傾斜する斜面となっている。
後側の傾斜面２３ｂは、前方から後方に向かって内側から外側に傾斜する斜面となってい
る。
【００６１】
　締付筒１５は、全体として円筒体を呈し、内周面には、上述の鏡筒固定部１８の外周面
に形成された雄ねじ２１にねじ結合する雌ネジ２５が形成されている。締付筒１５は、雄
ねじ２１と雌ネジ２５とのねじ結合の量を変えるように回転することにより、雄ねじ２１
と雌ネジ２５のリードに従って前後方向に進退する。また、雌ネジ２５の後側の筒部は、
内側にアダプタ本体９の各板体２２が挿入される板体挿入部２６として構成されている。
板体挿入部２６の内周径は、挿通される各板体２２の外側面が接するように設定されてい
る。各板体２２の外側面の中心軸Ｍの周方向の曲率と板体挿入部２６の内周面の曲率は同
一であり、各板体２２の外側面の全面が板体挿入部２６の内周面に接している。
【００６２】
　なお、アダプタ本体９と締付筒１５の外周面には、図２に示すように、それぞれ、ロー
レット溝９ｂ，１５ａが形成されている。そのため、締付筒１５とアダプタ本体９と摘む
手指に油が付いていても、滑ることなく摘むことができ、締付筒１５のアダプタ本体９に
対する回転を確実に行なうことができる。
【００６３】
　板体挿入部２６の後端部、すなわち、締付筒１５の後端部となる開口部１５ｂには、内
側に向かって突出する突出部２７が形成されている。突出部２７は、開口部１５ｂの内周
に全周に亘って形成されている。突出部２７の前後の面は、それぞれ傾斜面２７ａ，２７
ｂとして形成されている。前側の傾斜面２７ａは、前方から後方に向かって外側から内側
に傾斜する斜面となっている。後側の傾斜面２７ｂは、前方から後方に向かって内側から
外側に傾斜する斜面となっている。上述の傾斜面２４と傾斜面２７ａとは、前後方向にお
いて互いに重なり面を有するように形成されている。
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【００６４】
　光学アダプタ８は、図２、図４および図５に示すように、締付筒１５内に、アダプタ本
体９の鏡筒固定部１８を挿入し、アダプタ本体９側の雄ねじ２１と締付筒１５側の雌ネジ
２５をねじ結合した状態にて使用する。
【００６５】
　光学アダプタ８は、鏡筒部３に装着するに先立ち、締付筒１５の突出部２７の傾斜面２
７ａが各板体２２の後端部の傾斜面２４に当接しないか、あるいは軽く当接する状態にな
るように、アダプタ本体９の雄ねじ２１と締付筒１５雌ネジ２５とのねじ結合の量を調整
する。そして、鏡筒部３を、締付筒１５の後方の開口部１５ｂから、アダプタ本体９内に
挿入し、図４に示すように、外装筒１２の前端部１２ｃを位置決め用突起２０に当接させ
る。
【００６６】
　各板体２２は、上述したように、鏡筒保持部１７に比べて肉厚が薄くなっているため、
鏡筒保持部１７に鏡筒部３を挿入した状態で、各板体２２の内側面と鏡筒部３の外装筒１
２との間に、間隙Ｄ１が形成されている。
【００６７】
　アダプタ本体９の雄ねじ２１と締付筒１５の雌ネジ２５とのねじ結合の量が、突出部２
７の傾斜面２７ａが各板体２２の後端部の傾斜面２４に当接しないか、あるいは軽く当接
する状態のとき、各板体２２の上下左右の互いに対向する突出部２３の頂点部の間隔（各
頂点部に接する円の直径）Ｌ１は、外装筒１２の外周径よりやや大きくなるように、突出
部２３の突出量等が設定されている。
【００６８】
　そのため、突出部２７の傾斜面２７ａが各板体２２の傾斜面２４に当接するかしない程
度に、アダプタ本体９の雄ねじ２１と締付筒１５の雌ネジ２５がねじ結合されている状態
では、上下および左右において対向する突出部２３の間を通って、鏡筒部３をアダプタ本
体９の鏡筒保持部１７内に挿入することができる。なお、突出部２７の頂点部における内
径Ｒ１も、外装筒１２が通ることができるように、外装筒１２の外周径よりも大きく設定
されている。
【００６９】
　突出部２３の内側の後側の面は、傾斜面２３ｂとして形成されている。そのため、鏡筒
部３をアダプタ本体９に挿入する際に、外装筒１２の前端部１２ｃが突出部２３に当たっ
ても、前端部１２ｃが傾斜面２３ｂにガイドされるため、鏡筒部３をアダプタ本体９にス
ムーズに挿入することができる。
【００７０】
　突出部２７の頂点部における内径Ｒ１は、アダプタ本体９の雄ねじ２１と締付筒１５の
雌ネジ２５とのねじ結合の量が、突出部２７の傾斜面２７ａが各板体２２の後端部の傾斜
面２４に当接しないか、あるいは軽く当接する状態のときにおける、上下および左右にお
いて対向する各板体２２の外側面間の間隔（各板体２２の外側面に接する円の直径）Ｌ２
よりも小さく設定されている。したがって、雄ねじ２１と雌ネジ２５の結合の量を増し、
締付筒１５が、アダプタ本体９に対して前方に変位したときに、傾斜面２７ａが、各板体
２２の傾斜面２４に当接可能になっている。すなわち、傾斜面２４と傾斜面２７ａとは、
前後方向において互いに重なる面を有するように形成されている。
【００７１】
　上述したように、鏡筒部３を、外装筒１２の前端部１２ｃが位置決め用突起２０に当接
するまで、アダプタ本体９に挿入した後、締付筒１５を回転して、締付筒１５をアダプタ
本体９に対して締め込む。すなわち、締付筒１５を、雄ねじ２１と雌ネジ２５のねじ結合
の量が増える向きに回転し、締付筒１５をアダプタ本体９に対して相対的に前方に変位さ
せ、図５に示す状態とする。
【００７２】
　すなわち、締付筒１５をアダプタ本体９に対して締め込むことにより、締付筒１５が、
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アダプタ本体９に対して前方に変位すると、突出部２７の傾斜面２７ａが、各板体２２の
後端部の傾斜面２４に当接する。そして、締付筒１５が前方に変位するにつれて、傾斜面
２４は、傾斜面２７ａにより内側に向く押し付け力を徐々に強く受けることになる。各板
体２２の傾斜面２４に内側に向く押し付け力が作用すると、各板体２２と外装筒１２との
間には、間隙Ｄ１が形成されているため、押し付け力の強さに応じて、各板体２２は、内
側に撓む。つまり、締付筒１５をアダプタ本体９に対して締め込むに従って、対向する各
板体２２の内側の間隔が、前方から後方に向かって狭くなり、ついには、各板体２２の内
側面の後端側が、外装筒１２の後端部１２ｂの外周面に当接することになる。
【００７３】
　そして、図５に示すように、各板体２２の内側面が、外装筒１２の後端部１２ｂの外周
面に当接した状態において、さらに、締付筒１５をアダプタ本体９に対して締め込むと、
対向する各板体２２の内側面に、外装筒１２の後端部１２ｂの外周面が挟み込まれことに
なり、アダプタ本体９が、鏡筒部３に対して固定される。
【００７４】
　このように、各板体２２の内側面により、外装筒１２を挟み込むことにより、光学アダ
プタ８が鏡筒部３に固定される。つまり、外装筒１２の側に、光学アダプタ８を固定する
ための構成を設ける必要がないため、鏡筒部３の内部のレンズ５や撮像素子６等の部品の
配設や大きさに制限を与えたり、また、鏡筒部３の大径化を招くことなく、光学アダプタ
８を鏡筒部３に装着することができる。
【００７５】
　各板体２２の後端部は、光学アダプタ８が鏡筒部３に固定状態で装着された状態におい
て、光学アダプタ８が鏡筒部３に固定される前に比べて、少なくとも間隙Ｄ１内側に変位
する。そのため、対向する各板体２２の突出部２３の間隔Ｌ１は、外装筒１２の外周径よ
りも小さくなる。すなわち、図５に示すように、各板体２２の突出部２３が、外装筒１２
の後端部１２ｂの端面の後側に配設されることになる。また、突出部２３は、傾斜面２４
が、突出部２７の傾斜面２７ａにより、内側に向く押し付け力を受けているため、外側へ
の変位が阻止される。
【００７６】
　ところで、締付筒１５とアダプタ本体９とのねじ結合が緩む等して、各板体２２が外装
筒１２を挟み込む力が弱まり、光学アダプタ８が外装筒１２に対して、前後方向に移動し
てしまう状態となってしまうことが起こり得る。このような場合であっても、突出部２３
が、外側への変位が阻止された状態で、外装筒１２の後端部の後側に配設されていること
により、突出部２３が外装筒１２の後端部１２ｂに係合するため、光学アダプタ８が鏡筒
部３から脱落してしまうことを防ぐことができる。すなわち、機械装置等の内部を観察し
ている際に、締付筒１５とアダプタ本体９とのねじ結合が緩んでしまっても、光学アダプ
タ８が鏡筒部３から脱落してしまうことを防止することができる。
【００７７】
　このように、突出部２３が、外装筒１２の後端部の後側に配設されていることにより、
突出部２３が外装筒１２の後端部１２ｂに係合するため、外装筒１２の側に、光学アダプ
タ８の脱落を防止するための構成を設ける必要がない。そのため、鏡筒部３の内部のレン
ズ５や撮像素子６等の部品の配設や大きさに制限を与えたり、また、鏡筒部３の大径化を
招くことがなく、鏡筒部３から光学アダプタ８が脱落してしまうことを防止することがで
きる。
【００７８】
　また、各板体２２の外装筒１２を挟み込む力が弱まり、光学アダプタ８が、外装筒１２
に対して、前後に移動してしまう状態においては、位置決め用突起２０と突出部２３との
間で、鏡筒部３がガタつく。そのため、このガタつきにより、締付筒１５とアダプタ本体
９とのねじ結合が緩んでいることを知ることができる。
【００７９】
　図５に示すように、光学アダプタ８が鏡筒部３に固定状態で装着された状態において、
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突出部２３の傾斜面２３ａの前端部と外装筒１２の後端部との間には、間隔Ｓ１が、例え
ば、１ｍｍの間隔として形成されるように、突出部２３を形成する位置等が設定されてい
る。このように、突出部２３と外装筒１２の後端部との間に、間隔Ｓ１が設けられること
により、外装筒１２の前後方向の長さに多少のばらつきがあっても、外装筒１２の後端部
１２ｂを突出部２３より前方に位置するようにすることができる。
【００８０】
　各板体２２の中心軸Ｍと直交する面における断面の形状は、円弧状となっている。した
がって、突出部２３における中心軸Ｍと直交する面における断面も円弧状であり、また、
傾斜面２３ａも、中心軸Ｍの周方向に円弧状の面となっている。そのため、突出部２３が
外装筒１２の後端部１２ｂに係合する際には、突出部２３は、外装筒１２の後端部１２ｂ
の円弧に沿って係合することになり、係合を確実なものとすることができる。
【００８１】
　傾斜面２４と傾斜面２７ａとは、同一の傾斜角となっている。さらに、各板体２２の外
側面と締付筒１５の内周面とは、互いに接する同一曲率の曲面になっている。すなわち、
傾斜面２４と傾斜面２７ａとは、中心軸Ｍの周りに同一曲率の曲面になっている。そのた
め、傾斜面２４と傾斜面２７ａとは、広い面積で面接触することができ、接触部分が一部
に偏ることがなく、傾斜面２７ａから傾斜面２４に押し付け力を確実に作用させることが
できる。
【００８２】
　なお、本実施の形態においては、傾斜面２４と傾斜面２７ａとにより当接部が形成され
ているが、傾斜面２４と傾斜面２７ａのいずれか一方は傾斜面でなく突起部とし、その突
起部の頂点部を、他方の傾斜面に当接させる構成としてもよい。
【００８３】
　各板体２２の断面の形状は円弧状であるため、各板体２２の内側面は、外装筒１２の外
周面に沿っている。そのため、各板体２２と外装筒１２との当接部において、中心軸Ｍの
周方向に沿う方向に接触する部分が増えることになるので、各板体２２が外装筒１２を押
し付ける力が確実に作用することになる。
【００８４】
　次に、上述のようにして、鏡筒部３に装着され固定された光学アダプタ８を、鏡筒部３
から取り外すときの操作について説明する。
【００８５】
　先ず、締付筒１５を回転して、アダプタ本体９とのねじ結合の締付を弱める。これによ
り、締付筒１５は、後方に変位し、傾斜面２７ａもともに後方に変位する。そのため、傾
斜面２７ａが、各板体２２の傾斜面２４を内側に押す力が弱まり、間隙Ｄ１だけ内側に押
し曲げられていた各板体２２は、自身の弾性復帰力により外側に復元し、図４に示すよう
に、真っ直ぐな状態となる。この状態においては、各板体２２の内側面により、外装筒１
２を挟み込む力は無くなり、また、各板体２２の突出部２３は、外装筒１２の後端部１２
ｂの端面に対向する位置から、外装筒１２の外周面より外側に退避する。
【００８６】
　すなわち、図４に示すように、突出部２３の頂点部の間隔がＬ１となり、鏡筒部３をア
ダプタ本体９から後方に引き抜くことができる。すなわち、光学アダプタ８を、鏡筒部３
から取り外すことができる。
【００８７】
　ところで、突出部２３の内側の前側の面は、傾斜面２３ａとして形成されている。その
ため、鏡筒部３から光学アダプタ８を抜き取る際に、外装筒１２の後端部が突出部２３に
当たっても、後端部が傾斜面２３ａにガイドされるため、スムーズに抜き取ることができ
る。
【００８８】
（第２の実施の形態）
　次に本発明の第２の実施の形態に係る光学アダプタ２８ついて、図７から図１０を参照
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しながら説明する。なお、この光学アダプタ２８が、内視鏡装置１に装着されることで、
第２の実施の形態に係る内視鏡装置となる。
【００８９】
　光学アダプタ２８は、鏡筒固定部２９および締付筒３０の構成が、第１の実施の形態に
係る光学アダプタ８の鏡筒固定部１８および締付筒１５の構成とは異なる。鏡筒固定部２
９の前方は、上述した第１の実施の形態に係る光学アダプタ８における鏡筒保持部１７、
ミラー支持体保持部１６およびミラー支持体１９と同様の構成になっている。したがって
、図７、図８および図９には、鏡筒固定部２９および締付筒３０の構成を主に示すことと
し、鏡筒保持部１７に相当する部分である鏡筒保持部３１の後側の一部を図面に表わし、
ミラー支持体保持部１６およびミラー支持体１９に相当する部分の説明と図示については
省略する。また、その他の第１の実施の形態に係る内視鏡装置１および光学アダプタ８と
同様の構成部分については、同一の符号を付しその説明を省略する。
【００９０】
　図７は、光学アダプタ２８に鏡筒部３を挿入した状態における、光学アダプタ２８の側
方断面図である。この図７に示す状態は、鏡筒部３を、光学アダプタ２８に挿入しただけ
の状態であり、光学アダプタ２８の鏡筒部３への固定は行われていない。図８は、鏡筒部
３が挿入された光学アダプタ２８を、鏡筒部３に対して固定した状態における光学アダプ
タ２８の側方断面図である。図９は、鏡筒部３を、光学アダプタ２８に挿入する途中ある
いは、光学アダプタ２８を鏡筒部３から取り外す途中における光学アダプタ２８の側方断
面図である。図１０は、図７におけるＢ部分の拡大図である。
【００９１】
　鏡筒固定部２９は、第１の実施の形態の各板体２２と同様に、上下左右の４方向に設け
られた板体３２，３２，３２，３２、これらの板体３２の後端部に設けられ、内側に突出
する突出部である突出部３３、および各板体３２の外側に設けられる突出部３４とを有し
ている。なお、鏡筒固定部２９は、鏡筒保持部３１の後方に、鏡筒保持部３１に一体成型
にて構成されている。鏡筒保持部３１の外周面には雄ネジ３５が形成されている。
【００９２】
　各板体３２は、中心軸Ｍに対して上下左右方向に互いに対称に設けられている。また、
各板体３２の幅は、鏡筒固定部２９の内周面の円周の長さの略１／８の幅に設定されてい
る。また、各板体３２は、内側面については、鏡筒保持部３１の内周面と面一となってい
るが、外側面においては、鏡筒保持部３１を形成している筒体の肉厚より薄く形成されて
いる。したがって、各板体３２は、内側と外側方向に対して弾性的に可撓性を有し、鏡筒
保持部３１との接合部３２ａを中心に内側と外側に撓むことができるようになっている。
【００９３】
　突出部３３は、鏡筒部３を、図示外のミラー支持体保持部（第１の実施の形態における
ミラー支持体保持部１６に相当）、鏡筒固定部２９および鏡筒保持部３１が一体成形され
るアダプタ本体３６に挿入し、外装筒１２の前端部１２ｃが図示外の位置決め用突起２０
（図４、図５参照）に当接した状態で、外装筒１２の後端部１２ｂの後側よりも後方に位
置するように、各板体３２の長さが設定されている。
【００９４】
　また、突出部３３の前後の面は、それぞれ傾斜面３３ａ，３３ｂとして形成されている
。前側の傾斜面３３ａは、前方から後方に向かって外側から内側に傾斜する斜面となって
いる。後側の傾斜面３３ｂは、前方から後方に向かって内側から外側に傾斜する斜面とな
っている。
【００９５】
　各板体３２の中心軸Ｍと直交する面における断面の形状は、円弧状となっている。した
がって、突出部３３における中心軸Ｍと直交する面における断面も円弧状であり、また、
傾斜面３３ａ，３３ｂも、中心軸Ｍの周方向に円弧状の面となっている。
【００９６】
　各突出部３４は、鏡筒部３を、アダプタ本体３６に挿入し、外装筒１２の前端部１２ｃ
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が位置決め用突起２０（図示外）に当接した状態で、外装筒１２の後端部より前方に位置
するように配設されている。すなわち、各突出部３３よりも前方に配設されている。また
、各突出部３４は、前後方向に幅を有し、中心軸Ｍを中心とする周方向について、各板体
３２の幅と同一の幅を有している。すなわち、各突出部３４は、全体として台状に突出し
、各突出部３４の外側面３４ａは、各板体３２と同様に中心軸Ｍの周方向に沿う曲面であ
るとともに、前方から後方に向かって外側から内側に向かって傾斜する傾斜面に形成され
ている。
【００９７】
　締付筒３０は、全体として円筒体を呈し、内周面には、上述の鏡筒保持部３１の外周面
に形成された雄ねじ３５にねじ結合する雌ねじ３７が形成されている。締付筒３０は、雄
ねじ３５と雌ねじ３７とのねじ結合の量を変えるように回転することにより、雄ねじ３５
と雌ねじ３７のリードに従って前後方向に進退する。また、雌ねじ３７の後側の筒部は、
内側にアダプタ本体３６の各板体３２が挿入される板体挿入部３８として構成されている
。
【００９８】
　締付筒３０の内周面には、光学アダプタ２８が鏡筒部３に固定されていない状態（図７
に示す状態）において、突出部３４と対向する位置に、突出部３４が嵌合可能な凹部３９
が形成されている。この凹部３９は、締付筒３０の内周面の全周に亘って形成されている
。
【００９９】
　この凹部３９の後方の締付筒３０の内周面には、傾斜面４０が、内周面の全周に亘って
形成されている。この傾斜面４０は、凹部３９の後側の縁部から後方に向かって外側から
内側に傾斜する傾斜面であり、突出部３４の外側面３４ａと同一傾斜の傾斜面となってい
る。また、この傾斜面４０と傾斜面３４ａとは、前後方向において互いに重なり面を有す
るように形成されている。したがって、図８に示すように、締付筒３０を、アダプタ本体
３６に対して締め込んだ状態において、突出部３４の外側面３４ａが傾斜面４０に当接す
ることになる。
【０１００】
　光学アダプタ２８は、図７、図８および図９に示すように、締付筒３０内に、アダプタ
本体３６の鏡筒固定部２９を挿入し、アダプタ本体３６側の雄ねじ３５と締付筒３０側の
雌ねじ３７をねじ結合した状態にて使用する。
【０１０１】
　光学アダプタ２８は、鏡筒部３に装着するに先立ち、締付筒３０の凹部３９と各板体３
２の突出部３４とが対向するように、アダプタ本体３６の雄ねじ３５と締付筒３０雌ねじ
３７との結合量を調整しておく。そして、鏡筒部３を、締付筒３０の後方の開口部３０ａ
から、アダプタ本体３６内に挿入し、外装筒１２の前端部１２ｃを図示外の位置決め用突
起２０に当接させる。
【０１０２】
　各板体３２の内側面は、鏡筒保持部３１の内周面と面一になっているため、アダプタ本
体３６内に挿入された外装筒１２の外周面と各板体３２の内側面とは、接する状態になる
。したがって、各板体３２の内側面より内側に突出する突出部３３は、外装筒１２の後端
部の端縁の後側に突出することになる。すなわち、各板体３２の互いに対向する突出部３
３の頂点部の間隔（各頂点部に接する円の直径）Ｌ３は、外装筒１２の外周径より小さく
なっている。そのため、鏡筒部３を、アダプタ本体３６内に挿入する際に、外装筒１２の
前端部１２ｃが、突出部３３の傾斜面３３ｂに当接することになる。
【０１０３】
　突出部３４が凹部３９に対向する位置にある状態においては、各板体３２の外側面と締
付筒３０の内周面との間には間隔Ｄ２が形成されているため、各板体３２は外側に撓むこ
とができるようになっている。また、凹部３９の深さも突出部３４が外側に撓み、各板体
３２の外側面が締付筒３０の内周面に当接した状態でも、突出部３４が凹部３９に当接し
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ない深さに形成されている。そのため、鏡筒部３をアダプタ本体３６内に挿入する際に、
外装筒１２の前端部１２ｃが突出部３３の傾斜面３３ｂに当接すると、突出部３３が外装
筒１２の前端部１２ｃにガイドされ、各板体３２の互いに対向する突出部３３の頂点部の
間隔Ｌ３が外側に広がる。そして、図９に示すように、突出部３３は、外装筒１２の外周
面に接するようになり、鏡筒部３のアダプタ本体３６内への挿入が可能となる。なお、締
付筒３０の最内周径Ｒ２は、外装筒１２が通ることができるように、外装筒１２の外周径
よりも大きく設定されている。
【０１０４】
　鏡筒部３を、外装筒１２の前端部１２ｃが図示外の位置決め用突起２０に当接するまで
、アダプタ本体３６に挿入すると、突出部３３は、各板体３２の弾性復帰力により、再び
、図８に示すように、外装筒１２の後端部１２ｂの端面の後側に突出する。そのため、各
板体３２は、内側面が外装筒１２の外周面に当接する真っ直ぐな状態となる。
【０１０５】
　締付筒３０の傾斜面４０の後端部４０ａにおける最内周径となる開口部３０ａの内径Ｒ
２は、各板体３２に力が加わっていないときの、上下および左右において対向する各板体
３２の突出部３４の外側面３４ａの前端部３４ｂにおける間隔（各前端部３４ｂに接する
円の直径）Ｌ４よりも小さく設定されている。そのため、締付筒３０が、アダプタ本体３
６に対して前方に変位したときに、傾斜面４０が、各板体３２の突出部３４の外側面３４
ａに当接することになる。すなわち、傾斜面３４ａと傾斜面４０とは、前後方向において
互いに重なる面を有するように形成されている。
【０１０６】
　なお、上下および左右において対向する各板体３２の突出部３４の外側面３４ａの後端
部３４ｃにおける間隔（各後端部３４ｃに接する円の直径）Ｌ５は、締付筒３０の傾斜面
４０の前端部４０ｂにおける内径Ｒ３よりも小さく設定されている。したがって、締付筒
３０が、アダプタ本体３６に対して前方に変位する際に、凹部３９内の後側の面が、突出
部３４の後側の面に引っ掛かることなく、締付筒３０の傾斜面４０が突出部３４の外側面
３４ａに当接するように、締付筒３０を前方に変位することができる。
【０１０７】
　上述したように、鏡筒部３を、外装筒１２の前端部１２ｃが図示外の位置きめ用突起２
０に当接するまで、アダプタ本体３６に挿入した後、締付筒３０を回転して、締付筒３０
をアダプタ本体３６に対して締め込む。すなわち、締付筒３０を、雄ねじ３５と雌ねじ３
７のねじ結合の量が増える向きに回転し、締付筒３０をアダプタ本体３６に対して相対的
に前方に変位させ、図８に示す状態とする。
【０１０８】
　締付筒３０をアダプタ本体３６に対して締め込むことにより、締付筒３０が、アダプタ
本体３６に対して前方に変位すると、締付筒３０側の傾斜面４０が、突出部３４の外側面
３４ａに当接する。傾斜面４０と外側面３４ａは、共に外側から内側に向かって傾斜して
いるため、締付筒３０が前方に変位するにつれて、突出部３４の外側面３４ａは、傾斜面
４０から内側に向く押し付け力を徐々に強く受けることになる。つまり、各板体３２が、
外装筒１２に対して押し付けられ、アダプタ本体３６が鏡筒部３に対して固定される。
【０１０９】
　このように、各板体３２の内側面により、外装筒１２を挟み込むことにより、光学アダ
プタ２８が鏡筒部３に固定される。つまり、外装筒１２の側に、光学アダプタ２８を固定
するための構成を設ける必要がないため、鏡筒部３の内部のレンズ５や撮像素子６等の部
品の配設や大きさに制限を与えたり、また、鏡筒部３の大径化を招くことなく、光学アダ
プタ２８を鏡筒部３に装着することができる。
【０１１０】
　締付筒３０側の傾斜面４０と突出部３４の外側面３４ａとは、前後方向において同一傾
斜の傾斜面であるとともに、中心軸Ｍの周方向において同一曲率の円弧面となっている。
そのため、傾斜面４０と外側面３４ａとは、広い面積で面接触することができ、傾斜面４
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０から外側面３４ａに押し付け力が確実に作用する。
【０１１１】
　なお、この第２の実施の形態においては、傾斜面４０と外側面３４ａとにより当接部が
形成されているが、傾斜面４０と外側面３４ａのいずれか一方は傾斜面でなく突起部とし
、その突起部の頂点部を他方の傾斜面に当接させる構成としてもよい。
【０１１２】
　また、各板体３２の内側面は、鏡筒保持部３１の内周面と面一となっている。そのため
、各板体３２の内側面全体が、外装筒１２の外周面に対して当接する。したがって、突出
部３４を介して、各板体３２が、外装筒１２に対して締付筒３０の傾斜面４０により押し
付けられたときに、各板体３２の内側面全体が外装筒１２に対して押し付けられるため、
光学アダプタ２８の外装筒１２への固定が確実に行なわれることになる。
【０１１３】
　図８に示すように、光学アダプタ２８が鏡筒部３に固定状態で装着された状態において
、突出部３３は、外装筒１２の後端部１２ｂの端面の後側に配設されることになる。また
、突出部３３は、突出部３４の外側面３４ａが、傾斜面４０により、内側に向く押し付け
力を受けるため、外側への変位が阻止される。ところで、締付筒３０とアダプタ本体３６
とのねじ結合が緩む等して、各板体３２が外装筒１２を挟み込む力が弱まり、光学アダプ
タ２８が外装筒１２に対して、前後方向に移動してしまう状態となってしまうことが起こ
り得る。このような場合であっても、突出部３３が、外側への変位が阻止された状態で、
外装筒１２の後端部１２ｂの後側に配設されることにより、突出部３３が外装筒１２の後
端部１２ｂに係合するため、光学アダプタ２８が鏡筒部３から脱落してしまうことを防ぐ
ことができる。
【０１１４】
　また、締付筒３０とアダプタ本体３６とのねじ結合が緩んだ場合には、アダプタ本体３
６が、鏡筒部３に対してがたつくため、モニタ２ａに映ったミラー面１９ｃの画像がぶれ
る。したがって、この画像のぶれにより、締付筒３０とアダプタ本体３６とのねじ結合が
緩んだことを知ることができる。そして、光学アタプタ２８が、鏡筒部３から脱落してし
まう前に、鏡筒部３に装着された状態の光学アタプタ２８を、機械装置の内部あるいは体
腔内から外部に引き出すことができ、光学アタプタ２８が、機械装置の内部等に取り残さ
れてしまう事故を防止することができる。
【０１１５】
　このように、突出部３３が、外側への変位が阻止された状態で、外装筒１２の後端部の
後側に配設されていることにより、突出部３３が外装筒１２の後端部１２ｂに係合するた
め、外装筒１２の側に、光学アダプタ２８の脱落を防止するための構成を設ける必要がな
い。そのため、鏡筒部３の内部のレンズ５や撮像素子６等の部品の配設や大きさに制限を
与えたり、また、鏡筒部３の大径化を招くことがなく、鏡筒部３から光学アダプタ２８が
脱落してしまうことを防止することができる。
【０１１６】
　図８に示すように、光学アダプタ２８が鏡筒部３に固定状態で装着された状態において
、突出部３３と外装筒１２の後端部１２ｂとの間には、間隔Ｓ２が、例えば、１ｍｍの間
隔として形成されるように、突出部３３を形成する位置等が設定されている。このように
、突出部３３と外装筒１２の後端部１２ｂとの間に、間隔Ｓ２が設けられることにより、
外装筒１２の前後方向の長さに多少のばらつきがあっても、外装筒１２の後端部１２ｂを
突出部３３より前方に位置するようにすることができる。
【０１１７】
　突出部３３の傾斜面３３ａは、中心軸Ｍの周方向に円弧状の面となっている。そのため
、突出部３３が外装筒１２の後端部１２ｂに係合する際には、突出部３３は、外装筒１２
の後端部１２ｂの円弧に沿って係合することになり、係合を確実なものとすることができ
る。
【０１１８】
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　次に、上述のようにして、鏡筒部３に装着され固定された光学アダプタ２８を、鏡筒部
３から取り外すときの操作について説明する。
【０１１９】
　先ず、締付筒３０を、アダプタ本体３６とのねじ結合の締付を弱める方向に回転して、
図７に示すように、凹部３９を突出部３４と対向する位置まで後方に変位させる。この状
態においては、各板体３２は、締付筒３０と各板体３２との間の間隙Ｄ２の存在により外
側に撓むことができる。
【０１２０】
　したがって、鏡筒部３を後方に移動すると、突出部３３の傾斜面３３ｂが、外装筒１２
の後端部１２ｂにガイドされ、各板体３２の互いに対向する突出部３３の頂点部の間隔Ｌ
３が広げられる。そして、図９に示すように、突出部３３は、外装筒１２の外周面に位置
する状態となり、鏡筒部３をアダプタ本体３６から後方に引き抜くことができる。
【０１２１】
　ところで、上下および左右において対向する各板体３２の突出部３４の外側面３４ａの
前端部３４ｂにおける間隔Ｌ４は、締付筒３０の凹部３９の前側の内周面の内径Ｒ４より
も大きく設定されている。すなわち、凹部３９の内側の前側面３９ａは、突出部３４の前
側面３４ｄに対向し、光学アダプタ２８が分離するのを阻止する係合部となっている。
【０１２２】
　このように、前側面３９ａを設けることにより、鏡筒部３が光学アダプタ２８から抜き
取られた状態において、アダプタ本体３６と締付筒３０が別々になり、いずれか一方が紛
失してしまうことを防止することができる。なお、締付筒３０と、アダプタ本体３６とを
組み付けるときは、各板体３２が内側に撓むことで、スムーズに組み付けることができる
。
【０１２３】
　また、雄ねじ３５と雌ねじ３７がねじ結合している状態において、凹部３９の前側面３
９ａと突出部３４の前側面３４ｄとが係合する位置関係に設定することにより、前側面３
４ｄが前側面３９ａに係合した状態では、締付筒３０を、雄ねじ３５と雌ねじ３７とのね
じ結合が少なくなる方向に回すことが阻止されるので、さらにアダプタ本体３６と締付筒
３０とが分離され難くなる。
【０１２４】
　上述した各実施の形態における光学アダプタ８，２８は、撮影方向を変えるための機能
を有するものであるが、撮影レンズ５の焦点距離を変えるためのコンバージョンレンズを
有する光学アダプタとしてもよい。
【０１２５】
　また、各板体２２，３２は、上下、左右にそれぞれ一対ずつ４箇所に設けられているが
、これに限らず、１箇所から３箇所、あるいは５箇所以上に設けるようにしてもよい。好
ましくは、外装筒１２の中心軸Ｍに沿う方向の中心軸に対して対称の配設となる２箇所以
上の複数箇所に配設することにより、外装筒１２に光学アダプタ８，２８を安定的に固定
することができる。
【０１２６】
　また、突出部２３，３３は、各板体２２，３２のそれぞれに設ける必要はなく、少なく
とも１つの板体２２，３２に設ければよい。好ましくは、外装筒１２の中心軸Ｍに沿う方
向の中心軸に対して対称の配設となる２箇所以上の複数箇所に配設することにより、光学
アダプタ８，２８の鏡筒部３からの脱落を効果的に防ぐことができる。
【図面の簡単な説明】
【０１２７】
【図１】本発明の各実施の形態に係る光学アダプタが取り付けられる内視鏡装置の全体の
構成を示す構成図である。
【図２】本発明の第１の実施の形態に係る光学アダプタを示す図で、図１に示す内視鏡装
置の鏡筒部に装着された光学アダプタの側面図である。
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【図３】図２に示す光学アダプタのアダプタ本体の構成を示す図面であり、図３（ａ）は
、アダプタ本体の側面図であり、また、図３（ｂ）は、アダプタ本体を後方から見た背面
図である。
【図４】図２示す光学アダプタに鏡筒部を挿入した状態における、光学アダプタおよび鏡
筒部の側方断面図であり、光学アダプタの鏡筒部への固定が行われていない状態を示す。
【図５】図２に示す光学アダプタに鏡筒部を挿入し、光学アダプタが鏡筒部に対して固定
した状態における光学アダプタおよび鏡筒部の側方断面図である。
【図６】図４のＡ部分の拡大図である。
【図７】本発明の第２の実施の形態に係る光学アダプタに鏡筒部を挿入した状態を示す光
学アダプタおよび鏡筒部の部分側方断面図であり、光学アダプタの鏡筒部への固定が行わ
れていない状態を示す図である。
【図８】本発明の第２の実施の形態に係る光学アダプタに鏡筒部が挿入され、光学アダプ
タが、鏡筒部に対して固定した状態を示す光学アダプタおよび鏡筒部の部分側方断面図で
ある。
【図９】本発明の第２の実施の形態に係る光学アダプタに、鏡筒部を挿入する途中あるい
は、光学アダプタを鏡筒部から取り外す途中の状態を示す光学アダプタおよび鏡筒部の部
分側方断面図である。
【図１０】図７のＢ部分の拡大図である。
【符号の説明】
【０１２８】
１　…　内視鏡装置。
８，２８　…　光学アダプタ
９，３６　…　アダプタ本体
１２　…　外装筒
１５，３０　…　締付筒
２０　…　位置決め用突起
２１　…　雄ねじ（ねじ結合部）
２２，３２　…　板体
２３，３３　…　突出部
２３ａ，３３ａ　…　傾斜面
２３ｂ，３３ｂ　…　傾斜面
２４，２７ａ，…　傾斜面（当接部）
２５　…　雌ねじ（ねじ結合部）
３４ａ，４０…　傾斜面（当接部）
３５　…　雄ねじ（ねじ結合部）
３７　…　雌ねじ（ねじ結合部）
３９ａ　…　前側面（係合部）



(18) JP 4959248 B2 2012.6.20

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】 【図５】



(19) JP 4959248 B2 2012.6.20

【図６】 【図７】

【図８】 【図９】



(20) JP 4959248 B2 2012.6.20

【図１０】



(21) JP 4959248 B2 2012.6.20

フロントページの続き

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０２Ｂ　　２３／２４　　　　
              Ａ６１Ｂ　　　１／００　　　　



专利名称(译) 光学适配器和内窥镜设备

公开(公告)号 JP4959248B2 公开(公告)日 2012-06-20

申请号 JP2006207777 申请日 2006-07-31

[标]申请(专利权)人(译) CHINONTEC KK

申请(专利权)人(译) チノンテック株式会社

当前申请(专利权)人(译) 有限公司SUWA光电

[标]发明人 崎山勝則

发明人 崎山 勝則

IPC分类号 G02B23/24 A61B1/00

FI分类号 G02B23/24.A A61B1/00.300.B A61B1/00.300.P A61B1/00.650 A61B1/00.715

F-TERM分类号 2H040/AA01 2H040/DA52 4C061/FF35 4C061/JJ06 4C161/FF35 4C161/JJ06

审查员(译) 堀井浩二

其他公开文献 JP2008033098A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种光学适配器，该光学适配器可以安装在镜筒部
分上，而不对镜筒部分内的部件的布置和尺寸施加限制，并且不会增加
镜筒部分的直径，提供一种具有适配器的内窥镜设备。 解决方案：在可
拆卸地连接到设置在内窥镜设备的光学系统的尖端部分处的镜筒部分的
光学适配器中，插入镜筒部分3的适配器主体9和适配器主体9插入固定筒
15相对于适配器主体9在前后方向上可相对移动，并且设置在适配器主体
9中并且与筒部3的后端侧上的台阶部12b相对的突出部23，当固定筒体
15向前移位时，防止突出部分23通过固定筒体15从筒体部分3的后端侧
上的台阶部分12b的面对的位置移位到外部。 点域4

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/6b427653-e2a4-4e02-be16-4067a9b67530
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/039122578/publication/JP4959248B2?q=JP4959248B2

